
１．相談件数

(A) (B)

女性 男性 女性 男性

来　所 73 63 8 1 1 73 1 13 44 15

電　話 27 7 18 2 27 4 18 5

その他 15 11 2 2 15 1 12 2

合　計 115 70 0 37 5 0 3 115 2 17 74 22

２．障がい者である被害者からの相談件数

合　計 合　計 ３．同居している未成年の子どもの有無及び状況

(A) 女性 男性 (B) 知的 精神 身体 合　計
来　所 4 4 4 1 1 2
電　話 4 4 6 4 2 有

その他 11 8 3 8 2 4 2
面前DV
のみ

合　計 19 16 3 18 3 9 6 79 27 13 12 11 9 39 13

４．日本語が十分話せない被害者からの相談件数

合　計 合　計

(A) 女性 男性 (B) 英　語 ｽﾍﾟｲﾝ語 タイ語 フィリピノ語 韓国・朝鮮語 中国語 ロシア語 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 不　明 （ビザヤ）語 （　　　）語 （　　　）語
来　所 4 4 4 1 1 2
電　話 0 0
その他 1 1 1 1
合　計 5 5 0 5 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0

注１）　表中の言語は、被害者が主に話す言語を示す。
　２）　「（　　　）語」欄には、表記以外に被害者が主に話す言語がある場合に記入する。

５．児童と同居している被害者の相談件数 ６．生活保護受給中の被害者の相談件数 ７．６５歳以上の被害者の相談件数

合　計 合　計

女性 男性 女性 男性
来　所 来　所 8 8 来　所 9 9
電　話 電　話 8 7 1 電　話 14 12 2
その他 その他 3 3 その他 0
合　計 合　計 19 18 1 合　計 23 21 2

８．配偶者以外からの暴力の相談件数

合　計 合　計

女性 男性 女性 男性
来　所 2 2 17 10 7
電　話 2 2 20 12 8
その他 0 4 2 2
合　計 4 4 0 41 24 17

12．　11の支援措置の対象者と同一住所（併せて支援を求める者）　　74名

9　10（本市市民）合計　176名　　11　12（他市）合計　164名　　９～12合計　340名

児童と同居している被
害者 児童担当課との連携有

4 2
34 21

配偶者からの暴力

25 15
5 4

本人から 本人以
外から

交際相手からの暴力(生活の本
拠を共にする交際相手暴力除く）

その他のものから
の暴力

情報提供

相談に対する対応

配偶者等からの暴力相談件数

９．羽曳野市に住民登録されている方で、支援措置の対象者　97名　

10．　９の支援措置の対象者と同一住所（併せて支援を求める者）　　79名

合　計

11．他市に住民登録者で、羽曳野市が本籍地・前住所地の支援措置の対象者　　90名

生活の本拠を共にする交際相手暴力

本人以
外から 一時保護

他機関
紹介 助言

合計

本人から

令和４年度

無 不明
虐待あり 虐待なし

虐待有
無不明


